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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、移民クルド人作家の作品研究とりわけドイツ語圏へと移住しドイツ語によ
って執筆された作品の研究であった。移民文学をめぐる研究は数多くあるが、本研究のフィールドであるクルド人作家
作品の研究は皆無である。こうした研究状況を受けて、本研究はまず作品だけでなく作者である移民クルド人作家につ
いての調査から着手した。
移民クルド人作家の作品を理解する上で、クルド人作家たちが移住へと至る過程そして移民後に彼らがおかれている政
治状況について明らかにしなければならない。本研究では、トルコのクルド人居住区でのフィールド調査を行い、また
作家たちを日本に招き、クルド問題をめぐる講演会や討論会を企画した。

研究成果の概要（英文）：This research project investigated on Kurdish literature in exile, that focus on 
the Kurdish region from the perspective of affectived people, in a German speaking context. As analysis 
of this literature is very scarce, the first aim was to provide a general overview about authors and 
their works, main topics and questions for further investigation.
To get a deeper understanding of the political background this literature emerges from, a journey has 
been made to the East of Turkey, and authors/artists have been invited to Osaka University to initiate a 
dialogue about the so called 'Kurdish issue' which till today is a continuous problem. Deeper analysis of 
selected literary works have been done, and in contrast to that, an analysis of the linguistic marking of 
'Kurds' in the German-speaking context was able to show the impact of language on current political 
issues concerning the Kurdish region.The results of the research have been presented in different 
international contexts.
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１．研究開始当初の背景 
 
 移民クルド人の作家の文学活動ならびにか

れらの作品を総合的にとりあつかった研究

はドイツ、トルコそして日本では発表されて

いない。このような研究状況をかんがみ、本

研究では、主にドイツ語圏に移住しているク

ルド人作家ないしは、ドイツ語で作品を発表

しているクルド人作家を対象としつつ、移民

クルド人作家の創作活動を、かれらが直面し

ている社会的、政治的な背景から総合的に描

き出すことを目的としている。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 作家および作品のリスト化：移民クルド

人作家の文学の全体像の提供：ドイツ語

圏ならびにドイツ語にて作品を発表して

いるクルド人作家の作品を中心に、その

他、英語ならびにフランス語を通して作

品を発表している作家ならびに彼らの作

品のリストを作成する。 

 

(2) 文化的アイデンティティーと言語：上記

(1)にてリスト化した作家の作品をベース

としつつ、なかでもドイツ語圏ならびに

ドイツ語による作品を選び出し、移民ク

ルド人作家の文化的アイデンティティー

がどのように作品に描き込まれているか

という視点から作品の分析をおこなう。

かれらの母語であるクルド語、そして出

身国であるトルコおよびクルドの伝統や

文化、そして作品を発表するために彼ら

が選び出したドイツ語（もちろんかれら

にとっては外国語）のはざまで、移民ク

ルド人作家たちがどのような文化的アイ

デンティティーを構築していたのか、そ

してかれらは実際のところどのような愛

で点ティティーを保っているのかを明ら

かにする。 

 
３．研究の方法 

研究の方法としては、以下の３つの方法をと

った。 

(1) 作品の収集ならびに読解。ドイツおよび

ドイツ語にて発表されている作品を収集、

また日々刻々と変化する彼らの政治的な

立場をおさえるためにも、クルド人に関

連する雑誌記事や新聞記事をはじめ、情

報を幅広く収集し、研究を進める上での

基盤として活用する。 

(2) 作家本人がどのような立場におかれてい

るのか、移民状態にある作家はそれぞれ

安定しておらず、作家それぞれにおいて

おかれている状況は非常にことなる。そ

のため、彼らのおかれている立場、かれ

らが自らの文化的アイデンティティーを

どのようなものとして考えているのかを

理解するためには、作家本人との直接の

対話が必要である。それゆえ、本研究で

は、トルコおよびドイツに在住し、創作

活動をおこなっている作家本人へのイン

タビューをおこなった。 

(3) クルド人作家を日本に招き、彼らの作品

の紹介と同時に、かれらが置かれている

状況、かれらがナショナリティーや文化

的アイデンティティーをどのようなもの

と考えているかを、トルコとドイツとい

う関係国ではない、日本という場におい

て、日本の研究者と対話させることによ

って、これまでとは違った語りでの理解

をめざした。 

４．研究成果 
 
研究の成果は、おおきく 2つの点にまとめる
ことができる。 
 

(1) クルド人作家へのインタビュー：平成２

５年２月から３月にかけてトルコのク

ルド人居住地域へのフィールドワーク

をおこなった。現在この地域はイスラム



国との武力衝突のため文学研究者が立

ち入ることはむずかしい。平成２５年度

に、フィールドワークを決行したことは

結果として正解であったし、そこでえら

れた作家へのインタビュー記録は、貴重

なものとなった。フィールドワークでは

クルド人がおかれている政治的状況に

ついて知ることができた。とりわけイス

ラム圏における女性の生活については

外から知ることがむずかしい。しかし本

フィールドワークにおいては、現地コー

ディネータを通して、女性をとりまく環

境について実際に目にすることができ

ただけでなく、クルド人女性たちの数多

くの証言を集めることができた。こうし

た調査により、クルド人作家の文学をこ

れまで以上に深く理解することが可能

となった。 

(2) 本研究では、クルド人作家たちをまねい

ての国際シンポジウムを日本で２度開

催することができた。平成２５年度は、

クルド人移民で現在ドイツにて活躍中

のカバレティストであるムッシン・オム

ルジャ氏を日本に招き、大阪そして東京

にて彼のパフォーマンスをおこなって

もらった。クルドを題材とした時事問題

などもパフォーマンスでは扱っていた

が、日本の聴衆も理解できていたこと、

またパフォーマンス後のディスカッシ

ョンにて、日本の聴衆が、クルド人移民

という問題について、そしてまたオムル

ジャ氏が自らの出自をパフォーマンス

の題材とすることから、オムルジャ氏に

とってのクルドそして現在生活してい

るドイツの意味について自然と議論が

展開していったことはいまでも鮮明に

覚えている。そして平成２６年度には、

同じくドイツ在住のドキュメンタリー

映画監督のグルベヤズ氏を招いて、トル

コやクルドを題材としてドキュメンタ

リーの日本で初めて公開することがで

きた。グルベヤズ氏を囲んでのディスカ

ッションでも、グルベヤズ氏本人がクル

ド・トルコ・ドイツという三つの政治・

文化体制のなかで自らのアイデンティ

ティーをどう考えているのかという点

について議論が交わされた。 
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